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一財・建材試験センター
性能試験　第03A2044号

短期基準接合引張耐力　8.3kN

10

52.5

下桁

上桁

桁
登り梁

10寸勾配

10寸勾配

25

6.5寸勾配

6.5寸勾配

6510金物（左）

52.5

10

52.5

下桁

10寸勾配

6.5寸勾配

6510金物（左 ）

10

6510金物（右）

■寸法図

6510金物（右）

6510金物（左）
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25
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下桁用孔

上桁用孔
135

25

27.5

135

4.5

φ13.5

φ13.5

φ6.3

φ6.3 ■取付参考図

○右○左

サイズ（mm) 梱包（1ケース) 付属金物商品コード

45×135×
55×4.5（t)

AA165100 6組（左右各6個)

Z六角ボルト（L＝140）／12本、
M12ナット／12個

専用角ビットビスTBA-65／48本
スプリングワッシャ付き丸座金／12枚

40角座金／12枚

材質 JIS G 3131（熱間圧延軟鋼板及び鋼帯）SPHC 表面処理 JIS H 8610（電気亜鉛めっき）及びJIS H 8625 Ep-Fe/Zn8/CM2 C

重量（kg/ケース)

7.1

用途・特長

施工方法

注意事項

Z六角ボルト
（L＝140）
M12ナット

スプリングワッシャ
付き丸座金 40角座金

TBA-65
（使用本数4本）

6.5寸〜10寸勾配用の登り梁専用接合金物です。

登り梁ジョイント6510
性能試験済

99

登り梁端部と桁の接合に使用します。
①梁側を専用ビスのみで接合するため、梁への
ボルト孔加工が不要です。

②金物が小型で勾配つきのため6.5寸〜10寸勾
配の多様な勾配に対応します。桁へのボルト孔
あけ位置や孔あけ角度の調整が不要なため、
施工性が大幅に向上します。

③桁へのボルト孔あけを材に対して水平に行うた
め、プレカット加工が可能になります。

①仕口加工した登り梁を落とし込みます。
②上桁、下桁と金物をボルト、ナット、座金で締め
付けます。

③登り梁と金物を専用角ビットビスTBA-65（4
本）でとめ付けます。

④必要に応じてボルトを増し締めします。

●指定の用途以外には使用しないでください。
●�けが防止のため手袋等をはめて作業を行って
ください。
●本製品は梁受け機能はありません。大入れ蟻掛
けなど仕口加工を行った上で使用してください。

65

9.3

TBA-65
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オメガ短冊スリム10
オメガ短冊スリム10 ロング450

性能試験済

100

耐震等級2以上で求められる横架材の必要接合部倍率に対し幅広い対応が可能。　

横架材の継手の補強に使用します。
①本商品1枚（直付仕様）で短期基準接

合耐力10.1ｋＮ、本商品2枚（直付並
列）で短期基準接合耐力22.3ｋNの耐
力確保が可能です。4通りの施工パター
ンで性能試験を実施。それぞれの耐力
を確認しています。 

②Zマーク短冊金物以上の短期基準接
合耐力があるため、耐震等級2以上で
求められる横架材の必要接合部倍率
に対し幅広い対応が可能です。

③板厚が薄いため（0.6mm）構造用合板
等を金物の上から直張りできます。

④エンボス加工がしてあるためビス頭が表
に出ません。

⑤オメガ短冊スリム10は、ハウスプラス確
認検査㈱による接合部性能試験済み
商品です。オメガ短冊スリム10 ロング
450は、オメガ短冊スリム10と同等の強
度としてご使用いただけます。

⑥ハウスプラス確認検査㈱による接合部
性能試験済み商品です。

用途・特長

①継手接合部に金物刻印線を合わせて
位置決めをします。

②専用角ビットビスTBA-45（10本）でと
め付けてください。

※専用角ビットビスTBA-45の締め付けに
は、3番四角ビット（別売品）をご使用くだ
さい。（P162）

施工方法

●指定の用途以外には使用しないでくだ
さい。

●けが防止のため手袋を着用して作業を
行ってください。

注意事項

※必要接合部倍率については、住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく平成１２年建設省告示１６５４号評価方法基準参照。

ハウスプラス確認検査㈱
性能試験　HP15-KT035
短期基準接合耐力　10.1kN

■直付片面1枚

必要接合部倍率
1.9まで対応可

必要接合部倍率
1.5まで対応可

必要接合部倍率
4.0まで対応可

必要接合部倍率
4.2まで対応可

ハウスプラス確認検査㈱
性能試験　HP15-KT061
短期基準接合耐力　21.5kN

■直付両面

ハウスプラス確認検査㈱
性能試験　HP15-KT036
短期基準接合耐力　8.0kN

■合板上片面1枚

ハウスプラス確認検査㈱
性能試験　HP15-KT068
短期基準接合耐力　22.3kN

■直付並列

TBA-45（10本）

TBA-45（10本） TBA-45（10本）

梁成105mm以上

TBA-45（10本）

構造用合板
板厚9mm以下

横架材

横架材

合板

横架材

横架材

柱

柱

横架材

直付片面
1枚

横架材梁成
180mm以下

柱

柱

横架材
直付並列

横架材梁成
180mm以下

■寸法図

※必要接合部倍率については、住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく平成１２年建設省告示１６５４号評価方法基準参照。

ハウスプラス確認検査㈱
性能試験　HP15-KT035
短期基準接合耐力　10.1kN

■直付片面1枚

必要接合部倍率
1.9まで対応可

必要接合部倍率
1.5まで対応可

必要接合部倍率
4.0まで対応可

必要接合部倍率
4.2まで対応可

ハウスプラス確認検査㈱
性能試験　HP15-KT061
短期基準接合耐力　21.5kN

■直付両面

ハウスプラス確認検査㈱
性能試験　HP15-KT036
短期基準接合耐力　8.0kN

■合板上片面1枚

ハウスプラス確認検査㈱
性能試験　HP15-KT068
短期基準接合耐力　22.3kN

■直付並列

TBA-45（10本）

TBA-45（10本） TBA-45（10本）

梁成105mm以上

TBA-45（10本）

構造用合板
板厚9mm以下

横架材

横架材

合板

横架材

横架材

柱

柱

横架材

直付片面
1枚

横架材梁成
180mm以下

柱

柱

横架材
直付並列

横架材梁成
180mm以下

■取付参考図

材質  降伏点560N/㎟以上、引張強さ590N/㎟以上の鋼材 表面処理  溶融亜鉛めっき鋼板（Z27）相当

種類 サイズ（mm） 商品コード 梱包（1ケース） 付属金物 重量（kg/ケース）

オメガ短冊スリム10 50×250×0.6（ｔ） AA123200
50枚 専用角ビットビス

TBA-45（500本）
5.6

オメガ短冊スリム10 ロング450 50×450×0.6（ｔ） AA123400 8.4

TBA-45
（使用本数10本）

43

TBA-45

9.3

●オメガ短冊スリム10

●オメガ短冊スリム10 ロング450
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